
第６回これからの北海道立近代美術館検討会議

日時：令和４年（2022年）11月２日（水）10：00～

場所：Web会議システムZOOM

次 第

１ 開会

２ 議事

(1) ミッション・コンセプト案検討プロセス

(2) 道民意見聴取の状況

(3) 運営方法のあり方

３ 閉会

■配付資料

・資料１ ミッション・コンセプト案検討プロセスについて

・資料２ 美術館利用者等の意見

・資料３ 運営方法のあり方



議 事



第６回これからの北海道立近代美術館検討会議 出席者名簿

○ 構成員

所 属 ・ 職 氏 名

株式会社haku 代表取締役 菊地 辰徳
きく ち たつのり

北海道大学 名誉教授 北村 清彦
きたむら きよひこ

北海道教育大学釧路校 教授 佐々木 宰
さ さ き つかさ

北海道大学大学院文学研究院 教授 佐々木 亨
さ さ き とおる

前札幌芸術の森美術館 館長 佐藤 友哉
さ とう ともよし

（敬称略、五十音順）

○ 道教委

所 属 職 氏 名

教育庁 生涯学習推進局長
山上 和弘
やまがみ かずひろ

(兼)道立近代美術館担当課長

教育庁生涯学習推進局 課 長 髙見 里佳
たか み り か

文化財・博物館課 課長補佐 遠藤 新理
えんどう しん り

係 長 福士兼太郎
ふく し けん た ろう

主 事 伊藤 拓朗
い とう たくろう

主 事 宮下 直之
みやした なおゆき

北海道立近代美術館 副 館 長 松田 俊也
まつ だ とし や

学芸副館長 中村 聖司
なかむら せい じ

総務企画部長 豊村 洋
とよむら ひろし

学芸部長 五十嵐聡美
い が ら し さと み

学芸統括官 土岐美由紀
と き み ゆ き

総務企画課長 今村ちぐさ
いまむら



令和３年度 令和４年度

５月 ８月～ 11月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

近代美術館における
検討プロセス

学芸員への
新しい近美
イメージ意
見提出依頼

学芸員によ
る検討チー
ムの立ち上
げ、検討

検討チーム
による将来
像の完成

これまでの
活動の振り
返り

職員への意
見聴取、館
内での検討

ミッション
たたき台検
討

ステークホ
ルダー意見
聴取

ミッション
案の検討

学芸員意見
聴取、ミッ
ション案完
成

これからの北海道立
近代美術館検討会議

①今後の進
め方等

②活動の検
証

③ミッショ
ンたたき台

④ステーク
ホルダー意
見整理

⑤ミッショ
ン案検討

館内での職員同士の対話

ミッション・コンセプト案検討プロセスについて

１ これまでの検討経過

自館の現状把握

自館の現状把握
強み弱みの分析

博物館全体を取り巻く状況確認

（参考） 「使命・計画作成の手引き」
平成16年３月（財）日本博物館協会より抜粋

２ 使命や計画を創るための基礎資料
【１】自館の現状を把握しよう
【２】自館の強みと弱みを分析してみよう

・設置者が求めていることを理解しよう
・地域社会において果たすべき役割を把握しよう 等

【３】博物館全体を取り巻く状況を認識しよう
３ 「使命書」と「中長期計画」の作成
【１】使命書をつくる
a「使命書」づくりのポイント
①使命の素材を集める。
②良い「使命書」とは 読み手を意識する、簡潔であること 等

b 「使命書」原案を吟味する。
①設置者及び関係者との対話②館内での職員同士の対話③利用者との対話
④他の博物館関係者専門家等との意見交換

・設置者及び関係者との対話
・利用者との対話
・他の博物館の関係者専門家等の意見聴取

・館内での職員同士の対話

２ 現在の検討状況（検討のポイント）

項目 内容

ビジョンの明確化 より道民に対し、メッセージが伝わりやすく、イメージしや
すくなるよう「ビジョン」を明確化する。

ステークホルダーの
意見を重視した検討

改めて、オープンハウスでの道民意見、新たなステークホル
ダーインタビューなどの意見を踏まえ、検討を進める。

３ ミッション案決定に向けて

時期 内容

R4.12月 ミッション案策定後、美術館協議会委員への意見聴取を経て、
第７回検討会議において、改めて、ミッション案を提示

〃 道教委において、「ミッション案」を決定予定。
※正式決定は、次年度パブコメ後

資料１



美術館利用者等の意見 資料２

1 意見聴取方法

区分 オープンワークショップ ウェブアンケート

日 時 ９月23日（金・祝）～25日（日）10:00～16:00 ９月23日（金・祝）～10月22日（土）

会 場 近代美術館２階ロビー 道教委ホームページ

対 象 者 近代美術館近隣にお住まいの方、美術館利用者を中心とした一般の方

周知方法

新聞折込、ポスティングによるチラシの事前配布（近代美術館の近隣約37,000戸）
道教委ホームページ、Twitter等

国宝・法隆寺展入場チケット確認時のフライヤー配布
１～２階各所へのサイン設置

新聞紙面（全道）での広報（QRコード掲載）

実施方法
あり方検討に関するパネルの設置（説明３枚、シール投票３枚、自由意見２枚）

パネル解説のスタッフ配置（常時４名程度）
双方向コミュニケーションによる意見聴取

左記パネルをウェブに掲載
Googleフォームを用いたボタン投票、自由記載

参 加 者 ３日間合計 721名 （９月23日：232名、９月24日：217名、９月25日：272名） 156名
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2 意見聴取内容

2



3

住まい 札幌市内／道内／道外

年齢 ～19歳／20～29歳／30～49歳／50～69歳／70歳～

A 美しさ
・美術作品の価値や地域の美術史を広く伝えていくこと
・感性と好奇心を刺激する展覧会を開催すること
・周辺街区からの風景や歴史的な建物を大切にすること

B 親しみ
・ユニバーサルデザイン等によって、誰もが利用しやすいこと
・いろんな世代が楽しめる・体験できる・触れられるプログラムがあること
・オンライン見学やデジタルアーカイブなど、距離や時間に捉われず、展示や見学が楽しめること

C 自然・環境
・都心にありながらみどり豊かで、居心地が良く、憩いの場であること
・屋外での展示やイベントの開催など、近美の建物の外でも楽しめること
・自然環境に配慮した建築やデザインがあること

D 育む
・多くの人が学ぶことのできる取り組みや、美術に携わる人を育てる活動があること
・道民や地元作家の美術活動を支援すること
・様々な人々と協働し、美術を通して地域を元気にしていくこと

ステークホルダーや民間事業者
の意見を踏まえ、近美が大切に
すべきことや、近美に期待する
ことを、４つの大項目に分け、
それぞれ選択肢を３つ用意

説明パネルにより現状を知って
もらい、シール投票を通じて、
近美に対する思いを考えてもら
うことで、多くの方から自由意
見をもらえるように工夫

選択肢３つのうち１つをシール
投票してもらう



美術の文化をひろげる

美術の文化をつなぐ 地域や生活とつながる

自然と共生する

・誰もが気軽に立ち寄れて、地域と共に成長していけるような場になるといいな！[6]

・いろんな人が美術に刺激を受け、次の興味につながる場になるといいな！[6]

・市民にとっての親しみやすさ、わかりやすさを追求した美術館になるといいな！[8]

・展示を見学しないときも、散歩だったり、ゆっくり過ごしたり生活の一部として美術館に立

ち寄れるといいな！[23]

・いろんな世代の方が楽しみ、出会えるような美術館になるといいな！[12]

・学校との連携やワークショップなど、小さい頃から親しみを持てる機会があるといいな！[8]

・子どもが気軽にアートを楽しめる美術館になったらいいな！[14]

・子どもが休んだり遊べたりする空間があって、家族で楽しめる美術館になるといいな！[7]

・遊べる場所や絵を描ける場所があるといいな！[3]

・誰もが興味を持ちやすいイベントや企画、体験コーナーがあるといいな！[19]

・若者や学生がみんなで見学できる空間があるといいな！[3]

・テラス席などのある、気軽に利用できるカフェがあるといいな！[12]

・食事ができるレストランがあるとゆっくり利用できていいな！[11]

・美術に関する書籍や読書スペースがあったり、図書館のように気軽に立ち寄れる場になった

らいいな！[6]

・夜間も開館していたり、夜間のイベントがあるともっと気軽に利用できていいな！[16]

・様々な表現方法での展示が楽しめるといいな！[9]

・デジタル技術を活用して、美術作品がアーカイブやオンラインで見学できたり来館が難しい

人も楽しめるようになるといいな！[7]

・誰もが使いやすいトイレやエレベータ、休憩できる椅子の充実などユニバーサルデザインで

施設が生まれ変わるといいな！[26]

・都心部の中の豊かな今ある自然を大切に、守り、残してくれるといいな！[20]

・知事公館と一体的に、みどりを広く活用できるといいな！[5]

・建物と自然が一体的に、みどりに囲まれた美術館だといいな！[22]

・もっと気軽に来れるように、駐車場が充実するといいな！[20]

・もっとオープンで気軽に入りやすくなる開放感があるといいな！[7]

・屋外の自然と融合した作品展示やイベント開催があるといいな！[12]

・手入れがいきとどいた開放感のある庭になるといいな！[9]

・地元作家の作品展示、活動支援によって地域との密着性が強まるといいな！[7]

・子どもたちの好奇心を刺激し感性が育まれる展示や体験プログラムがあるといいな！[10]

・芸術教室など学びの機会や、道民の文化活動ができる場所や企画があるといいな！[11]

・道民が利用できる市民ギャラリーや工房等、創作や発表の場があるといいな！[5]

・芸術を通して人々が幸せを感じられるような、豊かな心が育つような場になってくれたら

いいな！[8]

・これからも北海道の美術館の中心的な存在として、地域を牽引していけるといいな！[12]

・世界にも誇れるような、観光資源にもなりうる美術館になってくれるといいな！[13]

・展示エリアや資料室がもっと広く充実するといいな！[17]

・今の近美の建物の良いところを残して、大事に使ってくれるといいな！[19]

・近美の建物自体がアートとして魅力あるものになったらいいな！[8]

・落ち着いた雰囲気・環境のある美術館だといいな！[4]

・「近代」にとらわれずに、「今」の日本や世界のアートを体感できるといいな！[3]

・北海道ではなかなか見られないものや、全国・世界の作品が楽しめるといいな！[7]

・国際的に有名な作品がみられるといいな！[5]

・今まで以上にもっとたくさんの、様々なジャンルの展覧会が開催されるといいな！[13]

・国内や海外の美術館や博物館と連携した催しがあるといいな！[3]

・近美コレクションを生かした自主企画、常設展が充実するといいな！[6]

・作家・作品、展覧活動、研究に関するアーカイブを作れるといいな！[3]

・近美の場所はそのままに、施設が生まれ変わるといいな！[8]

・知事公館、三岸好太郎美術館との一体的に文化・芸術を発信するエリアになったらいいな！[15]
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美しさ 親しみ

育む 自然・環境
太字：10件以上の意見があった項目

4 自由意見の分析（速報値）
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D-1 多くの人が学ぶことのできる取り組みや、美術に携わる人を育てる活動があること
D-2 道民や地元作家の美術活動を支援すること
D-3 様々な人々と協働し、美術を通して地域を元気にしていくこと

5

5 シール投票結果（速報値）

A-1 美術作品の価値や地域の美術史を広く伝えていくこと
A-2 感性と好奇心を刺激する展覧会を開催すること
A-3 周辺街区からの風景や歴史的な建物を大切にすること

B-1 ユニバーサルデザイン等によって、誰もが利用しやすいこと
B-2 いろんな世代が楽しめる・体験できる・触れられるプログラムがあること
B-3 オンライン見学やデジタルアーカイブなど、距離や時間にとらわれず、展示や見学が楽しめること

C-1 都心にありながらみどり豊かで、居心地が良く、憩いの場であること
C-2 屋外での展示やイベントの開催など、近美の建物の外でも楽しめること
C-3 自然環境に配慮した建築やデザインであること

「単純集計の割合（有効回答の平均）」と住まい、
年齢別回答を比較すると、住まいや年齢によって、
重要度の差が見られる。

※太字＝札幌市内の関心が高い事項 ※赤字＝若い世代の関心が高い事項


